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文内容の要旨

本論文は加法的誤りと共に，タイミング誤り及びタイミング誤りにより惹起されるスリップなる同

期誤りの両者を訂正し得る符号に関する研究の成果をまとめたものであり， 5章から構成されている O

第1章は，緒論であり，本研究の動機及び背景を述べ，スリフ。を訂正する符号の構成法とスリップ

の原因であるタイミング誤りを訂正する符号の構成法の概要を述べている O

第2章では，スリップと加法的多重パースト誤りの両者を討正できる剰余類符号を提案し，これに

ついて論じた。まず，スリップ訂正に関する従来の研究の概要を述べた後，剰余類符号を生成する付

加系列のパターンを導出し，基礎となる巡回符号に必要な能力を明らかにしている O 次に，提案した

剰余類符号を評価するため，必要な検査記号数の下界式を求めている O

第3章では，脱落誤り或いは挿入誤りなるタイミング誤りを訂正する符号に関する従来の研究の概

要を述べ，提案する符号の発見的構成法を記述し，次に，単一パースト誤り訂正符号と巡回符号に基

づく剰余類符号をインターリーブした符号を提案し，この符号の能力とその復号アルゴリズムの概要

を述べている O すなわち まず，この符号は 1個の脱落誤り又は加法的単一バースト誤りのいずれか

一方が1つの受信語中に生起したとき，それらを訂正できることを示し，そして，加法的単一パース

ト誤りの中に 1個の脱落誤りが生起した場合にも，それらを訂正できることを示している O

第4章では，第3章で提起したインターリーブ符号の概念を一般化し， 1つの受信語中に生起した

複数個の脱落誤りだけでなく，脱落誤り又は挿入誤りをも訂正できる符号を提案している O この符号

は連続する脱落誤りと加法的単一パースト誤りの両者を訂正できることを示し，次に，この符号は連

続する挿入誤りと加法的単一パースト誤りの両者をも訂正できることを示し，そして，加法的単一バ
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ー ス ト誤り中に生起した複数個の脱落誤 り又は挿入誤りを訂正で きる ことを示 して い る ｡
つ い で, こ

のイ ン タ ー リ ー ブ符号 の 能率を求め , タイ ミ ン グ誤りを訂正するため に新 に付加される
ペ き冗長度 は

こ の符号を構成して い る 2 つ の符号の能力を大きくする こと により, 十分に小 さくでき る
こ とを明ら

か にして い る ｡ 最後に , こ の符号の 具体例を挙げて い る ｡

第 5 章は, 結論で あり, 本研究の成果を総括 して述
べ て い る｡

論 文 の 審 査 結 果 の 要 旨

本論文は符号情報を伝送する通信路 にお い て, 付加的誤りと同期がずれたため に生じる誤りとを同

時に 訂正する こと がで きる符号の構成に つ い て の 研究をまとめたもの で ある ｡

は じめ に , 通信路に生 じた 多重の バ
ー ス ト誤りと同期ス リ ッ プ誤り の 両者を訂正でき る剰余類符号

の導出を行 い , そ の 訂正能力を明らか に し ,
必要な検査記号数の下界を求めて い る ｡ 次 に, ビ ッ ト同

期の ク ロ ッ ク の ずれ に より生じる , 符号ビ ッ トの 脱落また は挿入 に よる誤り に つ い て研究し ,
こ れを

訂正するため の 符号構成法を導 き, 更 に , 単
一 バ ー

ス ト誤り訂正符号をイ ン タ
ー リ ー ブ さ せ る こ と に

ょ っ て単
一 バ ー

ス ト誤り1 ビ ッ ト の脱落りを訂正できる ことを明らか にして い る ｡ ま た こ のイ ン タ
ー

リ ー ブ構成を拡張し ,
受信語中の 複数個 の 脱落ま たは挿入誤りをも訂正で きる ことを指適 し, そ の符

号の 構成法を提案 し, そ の 能力と能率を明 か に して い る ｡

以上 の ように , 本論文は ,
同期 の ずれに よ っ て生 じる受信符号の 誤りと加法的誤りと の 両者を訂正

する こ とがで きる符号系に つ い て新 し い 知見を与えて い るも ので あ っ て ,
通信工 学の 進歩に寄与する

所 が大き い ｡ よ っ て , 本論文は博士論文と して価値 あるもの と認め る ｡
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ースト誤り中に生起した複数個の脱落誤り又は挿入誤りを訂正できることを示している o ついで，こ

のインターリープ符号の能率を求め，タイミング誤りを訂正するために新に付加されるべき冗長度は

この符号を構成している 2つの符号の能力を大きくすることにより，十分に小さくできることを明ら

かにしているo 最後に，この符号の具体例を挙げているo

第5章は，結論であり，本研究の成果を総括して述べている O

論文の審査結果の要旨

本論文は符号情報を伝送する通信路において，付加的誤りと同期がずれたために生じる誤りとを同

時に訂正することができる符号の構成についての研究をまとめたものである o

はじめに，通信路に生じた多重のパースト誤りと同期スリップ誤りの両者を訂正できる剰余類符号

の導出を行い，その訂正能力を明らかにし，必要な検査記号数の下界を求めている O 次に，ピット同

期のクロックのずれにより生じる，符号ビットの脱落または挿入による誤りについて研究し，これを

訂正するための符号構成法を導き，更に，単一パースト誤り訂正符号をインターリープさせることに

よって単一パースト誤り 1ピットの脱落りを訂正できることを明らかにしている O またこのインター

リーブ構成を拡張し，受信語中の複数個の脱落または挿入誤りをも訂正できることを指適し，その符

号の構成法を提案し，その能力と能率を明かにしているo

以上のように，本論文は，同期のずれによって生じる受信符号の誤りと加法的誤りとの両者を訂正

することができる符号系について新しい知見を与えているものであって 通信工学の進歩に寄与する

所が大きい。よって，本論文は博士論文として価値あるものと認めるo
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